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今なぜ、異分野融合・協働が必要なのか、
そして、その価値とは？

東京大学 生産技術研究所 所長、
同所 持続型材料エネルギーインテグレーション研究センター 教授

(一社) 学びのイノベーション・プラットフォーム理事

岡部 徹

今なぜ、異分野融合・協働が必要なのか、そして、その価値とは？
岡部徹：
令和5年度「知識集約型社会を支える人材育成事業(DP)」成果発信シンポジウム
STEAM教育を通した高大院接続による人材育成エコシステムの構築を目指して
主催：金沢大学、他8校、2024年2月27日（火）13:20～13:50 基調講演①
金沢大学 ナノ生命科学研究所棟４階・メインカンファレンスルーム
（角間キャンパス南地区）
(リアル＋オンライン、ハイブリッド開催)
(2024.2.27). [基調講演]
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1984～1993

1993～1995

1995～2000

2001～

東北大 (助手)

マサチューセッツ工科大学 (ポスドク)

京大 (学生)

東大（助教授・准教授・教授）

B: Ti
M: Ti
D: Nb, Ta, (Ti, Y, …) 

Ta, (Al, …)

早稲田研： Ti, Nb, Ta, REMs (La, Pr, Dy, Tb…)
梅津研： Mo, Re, Ag, Cu, Ti, REMs (Nd),  

初期： Nb, Ta, PGMs (Pt, Rh)
現在： Ti, Sc, V, PGMs (Pt, Rh, Ru, Ir, …)

Nb, Ta, REMs (Nd, Dy, …), Ga, W…

３５年以上、ひたすら

レアメタルの研究を
地道に行ってきた
（レアメタル オタク）。
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専門は、レアメタルの製錬や
リサイクル技術の開発ですが、
資源や鉱山開発にとても興味があり、
世界中の不思議な
鉱山と製錬所を訪ねるのが趣味です。

その他の趣味：イモリの飼育
旅行・酒。。。
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Rare Metals

PGMs, REMs, Ga, Ta…

88

岡部研究室 (循環資源・材料プロセス工学、 ２００１年～)

未来材料：チタン・レアメタル

夢とロマンに満ちた
新素材プロセスの研究
を行っている

http://www.okabe.iis.u-tokyo.ac.jp
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岡部研究室 since 2001～

(循環資源・材料プロセス工学)
• 高付加価値無機素材の高効率回収プロセスの開発

• チタンの製造プロセスの開発

• 電子材料用レアメタル粉末(Nb, Ta)の製造

• 貴金属などの高価なレアメタルの

新規リサイクル技術の開発

2009年3月23日撮影

http://www.okabe.iis.u-tokyo.ac.jp/ 10

図１ レアメタルや貴金属を例にとって、高度資源循環型社会を実現を目指すために不可
欠な、リサイクル技術や環境技術とその関連重要項目とキーワードを列記した。

高度資源循環型社会を目指す研究の背景とキーワード

高度循環社会の確立を目指した材料工学の発展／
資源・環境・リサイクルに関する新しい統合学術分野の開拓／

グローバルな資源・環境観のパラダイムシフトを目指す

環境調和型リサイクル技術の開発
持続型社会システムの構築
本分野を担う高度人材の育成
Value of Nature の啓蒙・教育

循環資源立国への挑戦

レアメタル・貴金属

製品

素材 資源

豊かな生活

高度持続型社会の構築

製錬技術
環境技術

スマホ・PC （貴金属と多種多様のレアメタルを使用）
次世代自動車 （走るレアメタル）
次世代航空機 （空飛ぶレアメタル）
次世代ロボット （レアメタルを多量に使用）
エネルギー関係、海洋・宇宙開発関係の産業．．．

世界的な競争力の一層の強化
海外への研究トレンドの発信
全世界への新技術の展開

採掘に伴う環境負荷の低減

リサイクル技術

11 1212

① 電子材料レアメタル
→半導体（Si, Ge, GaAs）
→各種電子材料(In, Ta, Li, Ba, Sr, …)

② 合金用レアメタル
→工具用特殊合金（W, Co, Ta, …）
→鉄鋼添加用(V, Cr, Mo, Nb, …)

③ 航空・宇宙材料用レアメタル（空飛ぶレアメタル）
→航空機材料（Ti, Ni基超合金, Al-Sc合金, …）

④ 自動車用レアメタル（走るレアメタル）
→合金添加元素（Mo, V, Nb, Ti …) 
→磁石材料(Nd, Dy, Sm, Co)、電池材料(Li, Co, Pt, Ni, …)
→触媒（Pt, Pd, Rh, …）

⑤ エネルギー関連レアメタル（新エネ・レアメタル）
→太陽光発電用材料 (Si, Ru, Ga, In …) 
→発電・変換・送電・蓄電・制御用の材料

⑥ 原子力レアメタル
→原子炉用材料 (Zr, Hf, 特殊合金…) 
→放射性廃棄物 (PGMs …) 

⑦ 医療・生体用レアメタル
→生体材料（Ti, Nb, Ta, … ）
→医薬品・健康食品

レアメタルの用途別の分類

今後、
一層発展する
レアメタル
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本題

STEAM教育について
将来の夢をもってい
る

自分は責任がある社
会の一員だと思う

自分で国や社会を変
えられると思う

自分の国に解決した
い社会課題がある

日本

インド

ベトナム

中国

イギリス

アメリカ

ドイツ

６０．１％

９５．８％

９２．４％

９６．０％

９１．１％

９３．７％

９２．４％

４４．８％

９２．０％

８４．８％

９６．５％

８９．８％

８８．６％

８３．４％

８３．４％

４７．６％

６５．６％

５０．７％

６５．７％

４５．９％

１８．３％ ４６．４％

８９．１％

７５．５％

７３．４％

７８．０％

７９．４％

６５．２％

出典：内閣府、原出典：18歳意識調査「第 20 回 -社会や国に対する意識調査-」令和元年11月（日本財
団）

日本の現状：18歳意識調査より

責任ある社会の一員として、夢を持ち、社会を変えられると思う人材が育っていない

実社会の情報や体験が不足し、各教科と社会のつながりの理解も不足

14

日本の教育の現状

イノベーションを担う人材を増やすためには、人材育成のあり方を根本的
に見直すことが求められている

出典：内閣府、原出典：「国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2015）のポイント」（文部科学省）

小学校国際平均

小学校（日本）

中学校（日本）

中学校国際平均

算数・数学は楽しい 理科は楽しい

85 % 87 %
75 % 90 %
71 % 81 %
52 % 66 %

現状の大学進学比率
文理の隔てを無くすることと
イノベーション人材の強化が必要

 スマートシティのようなSystem of Systemsに対応する俯瞰人材が徹底的に不足している
 人材不足（IT、AI、セキュリティ）が喧伝される度に対処療法的に取り組むことの限界が明確に
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レアメタルの新製錬・新リサイクル技術の発明と開発
に関する研究に３０年以上取り組んできました。

最初の１０年は、専門家からも
「レアメタル？何それ？研究する意味あるの？」
と言われた。

17

レアメタルの新製錬・新リサイクル技術の発明と開発
に関する研究に３５年以上取り組んできました。

最初の１５年は、専門家からも
「レアメタル？何それ？研究する意味あるの？」
と言われた。

最近の１５年は、一般の人からも
「レアメタルのリサイクル！

意義のある重要な研究をしていますね。」
と言われるようになった。

求められていること

やりたいことできること

× △

社会に出ると、
「求められていること」が
より重要となる

学生のあいだは、「やりたいこと」「できること」を追求すればよい。
しかし、社会にでると「求められていること」が重要となる。

岡部のケース：
チタンをはじめとするレアメタルの精錬やリサイクルの研究を、３５年間、続けてきた。最初の１５年は、社会からも求めら
れず、評価もされなかった。しかし、社会が変化して、岡部が取り組んできた研究は、社会から求められる研究に変化した。
上図では、○→☆に変化した、ラッキーなケース。

多くの友人のケース：
本人の「やりたいこと」は犠牲にして「できること」と「社会から求められること」を仕事としている。上図では、×の領域。
この場合、余暇や稼いだお金で、○を追求することになる。

進路や職業を選ぶにあたって
岡部 徹（９２回）
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求められていること

やりたいことできること

× △

社会に出ると、
「求められていること」が
より重要となる

学生のあいだは、「やりたいこと」「できること」を追求すればよい。
しかし、社会にでると「求められていること」が重要となる。

岡部からのサジェッション：
上記の☆を進路や職業として目指すべきであるが、社会が変化して○→☆となる
ケース、自身のやりたいことが変化して×→☆となるケースがある。
若いうちは、まずは「やりたいこと」を追求し、できることを増やし、社会から認
められる、（求められる、）努力をするのが良いと思う。

進路や職業を選ぶにあたって
岡部 徹（９２回）

S T E A M 教育

Science

科学

Technology

技術

Engineering

工学

(Liberal) Art(s)

芸術 / 教養

Mathematics

数学

なぜ今、”Ａ”が必要なのか？

Art 芸術

Liberal Arts 教養
哲学、文化、人類学、

文学、歴史学、芸術学 …

Design デザイン

一人ひとりに焦点をあてるデザインや芸術も教育に取り入れる

データを集めるだけでなくデータを使いこなせる人材を

より幸福な社会を創造する上で欠かせないデザイン、芸術、教養

創造性
発想力や想像力を育む理数系科目重視

ロボットやAIの分野の発展

社会総出で取り組む

企業

府省庁･独法

大学

学校

教育産業支援機関学会

経済団体業界団体

博物館･科学館

企業立産業技術資料館

大学数 782校
うち国立 86、公立 93、
私立 603

SSH 217校
自治体教育委員会 1,742

経産省「未来の教室」147
Ed Techサービス事業者

日本学術会議協力学術研究団体 2,019団体
うち正会員1,500名以上の団体：人文 4、社会科学 9、自
然科学 17、農学 9、工学 19、医学 53、歯学 6

科学博物館ネットワーク：
172企業･団体

経団連経済情報センター：87企業
文科省：750企業･団体
経団連1%クラブCSR：108企業
外務省SDGs：208企業

独法：82法人

学校数 生徒数 教員数

小学校 19,738 6,368,550 421,935

中学校 10,202 3,418,137 246,825

高等学校 4,887 3,168,369 231,319

産業競争力懇談会 COCN

Society 5.0型人的資本の高度化

23
STEAM
教育

教育
DX

×
｢学ばない人は学ばない｣から｢学び方を学ぶ｣へ。

Lifelong Learningの機会を広げ、人的資本の高度化に資する。

社会全体の“行動変容”につながる仕掛け（税制等）の検討が必要。

これまで これから

教育

仕事

引退

企業勤め 学び直し

教育

Lifelong
Learning

引退

社会の
サポーター

リカレント教育

即戦力の育成

COVID-19

教育DXの加速

日本の企業が抱えている人材育成に関する問題点

終身雇用制度の名残もあり、今も、多くの企業は、人材育成、社内教育に熱心

一方、人材の流動化が進むことによって、社内のみでの人材育成に限界を感じている

勤勉な社員が多い

一方、クリエーティビティに富んだ人材、あるいは、課題解決に積極的に取り組める人材が
不足している

今後、初等中等教育の段階から分野横断型、課題解決型の教育を経験することが肝要。

さらには、社会人になってからも、継続して「STEAM教育」のような取り組みを行うことが重
要。

欧米に比べ、周回遅れになっている現状を打開するため、社会総出でSTEAM教育に取り組
み、教育界とともに高度人材立国に向けて取り組むことが、我が国の国際競争力の回復に
不可欠。

24
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私自身が取り組んでいる、

異分野融合・協働

その価値は？
図１ レアメタルや貴金属を例にとって、高度資源循環型社会を実現を目指すために不可
欠な、リサイクル技術や環境技術とその関連重要項目とキーワードを列記した。

高度資源循環型社会を目指す研究の背景とキーワード

高度循環社会の確立を目指した材料工学の発展／
資源・環境・リサイクルに関する新しい統合学術分野の開拓／

グローバルな資源・環境観のパラダイムシフトを目指す

環境調和型リサイクル技術の開発
持続型社会システムの構築
本分野を担う高度人材の育成
Value of Nature の啓蒙・教育

循環資源立国への挑戦

レアメタル・貴金属

製品

素材 資源

豊かな生活

高度持続型社会の構築

製錬技術
環境技術

スマホ・PC （貴金属と多種多様のレアメタルを使用）
次世代自動車 （走るレアメタル）
次世代航空機 （空飛ぶレアメタル）
次世代ロボット （レアメタルを多量に使用）
エネルギー関係、海洋・宇宙開発関係の産業．．．

世界的な競争力の一層の強化
海外への研究トレンドの発信
全世界への新技術の展開

採掘に伴う環境負荷の低減

リサイクル技術

岡部の研究のスコープ
（対象領域とビジョン） 26

Design and Art of 
Future Materials: 
Titanium and Rare Metals

Institute of Industrial Science
The University of Tokyo

Toru H. Okabe

28

チタン協会 会誌
チタン, vol.63, no.2, (2015) pp.93-96.

チタンでデザインする！
チタンをアートする？

Fig. 4    Dendritic titanium crystals produced by molten salt electrolysis
are displayed as design/artistic products.
(http://www.design-lab.iis.u-tokyo.ac.jp/exhibition/rp01/)

Fig. 2 Panoramic view of the exhibition.
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Fig. 1    One of cover sheet of invitation card for the exhibition.
Sectioned deposit of ultra-high purity titanium crystal produced 
by iodide process.

Fig. 3    Titanium cover plate for use in roof of temples (left in the photo), 
ultra-high purity titanium crystal bar and tubes are displayed as 
design/artistic products (right in the photo).

33

2018年12月~ ＠新国立美術館
34

6



“学びのイノベーション・プラットフォーム”
の実現に向けて

37

東京大学生産技術研究所長

STEAM人材育成研究会リーダー

岡部 徹

2021年7月

STEAMと人材育成

（注）本資料は、藤井輝夫東京大総長が内閣府総合科学技術・イノベーション会議有識者会合や第
一回STEAM人材育成研究会での発表資料と同研究会事務局・法人設立事務局作成資料をそれぞれ
了解を得て編集した。

経団連
産学連携によるSTEAM教育の
推進に向けた懇談会

Ver.7 (210708)

(一社)学びのイノベーション・プラットフォーム

2021年9月に設立

STEAM教育の推進による探求力の育成強化を目指しています。

現在の会員は、企業３６，高等学校２１４，大学７３，高専１１，国立研究開発法人１４，
自治体・教育委員会３８，博物館・科学館等３４など会員総数４２７

活動はの柱は、3つ➡次ページ

会員の増強を並行的に行っています。

STEAM人材育成研究会（公開のシンポジウム）を3月に一度のタイミングで実施。
昨年中に10回を重ねました。

また、昨夏には、サマーキャンプを開催、女性活躍応援イベントを開催し、好評でした。

１．コンテンツとリアル体験機会を学校教員や生徒に届け
る

２．産業人や研究人材を学校のサポーターや生徒のメンター
に

３．産学官公教の交流を促進し、連携を深める

PLIJの活動の３つの柱と会員の拡充

会員の拡充によるサービス向上・経営基盤強化

本年度理事会にて、企業会員増強を重点課題(申し合
せ)

（１）PLIJの経営の持続性
(2)子供の多様な将来に対して業種の幅の広がりの必
要
（３）参加企業の地域的なバランス確保

39

米国では10年前から
STEM教育を推進
第4フェーズに踏み
入れつつある

40

第1フェーズ
S･T･E･M科目ごと

第2フェーズ
統合したSTEM

第3フェーズ
STEMにAを追加

第4フェーズ
STEAMとして統合

わが国では
ようやく第2フェーズへ

Society 5.0型人的資本の高度化

41
STEAM教育 教育DX× ｢学ばない人は学ばない｣から｢学び方を学ぶ｣へ。

Lifelong Learningの機会を広げ、人的資本の高度化に資する。

社会全体の“行動変容”につながる仕掛け（税制等）の検討が必要。

これまで これから

教育

仕事

引退

企業勤め 学び直し

教育

Lifelong
Learning

引退

社会の
サポーター

リカレント教育
即戦力の育成

COVID-19

教育DXの加速

東京大学エクステンション

23

COVID-19によるパラダイムシフト

22

学校で、時間割にそって 自宅でもどこでも、いつでも

教科書、教材、実験

対面授業
デジタルコンテンツをリアルタイムに、
オンデマンドで

一人一台PCとインターネット

オンライン教育の普及により多様な学び＆学び方が可能に

•オンラインコンテンツの不足

•ハイブリッド（オン/オフライン）教育方法の開発

•評価方法と教員研修

•連携体制作り（企業や自治体の関心は高い）

STEAMに対するニーズや課題

現実空間 サイバー空間

企業

府省庁

大学教育委員
会

自治体博物館･科学館

7



ＳＴＥＡＭ教育の実現には学校・教育現場だけで可能か？ ＮＯ

STEAM 教
育の浸透、
全国展開

リアルなコンテンツの提供

本物に触れる場の提供

指導・ｻﾎﾟｰﾄする人材の提供
課題に関して教員では実経験がない
メンター（アンバサダー）人材が必要

なるべく実際の課題
社会課題 ＳＤＧｓ

現物・現場のリアル体験
一流/ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙな社会人

・社会全体で次世代の
人材を育成

・多様な領域との接点
↓

自身の可能性や
将来像の具体化

・地域に根差した活動

STEAM教育（次世代人材育成）に産業界が果たすべき役割

43

社会で育てるSTEAM教育のプラットフォームの構築

ステーク
ホルダー

学校･教員

小中高生
大学生･社会人

教育委員会

ユーザー

産業界

学校･教員

府省庁

アカデミア

STEAMコンテンツ

機能

分類･検索 レベルアップ

評価･改善 顕彰
環境整備 教育支援

拠点活動 メンター育成

学
校

産業
界

国･地域
既存コンテンツ

連携

コンテンツライブラリーとして機能
現場のプラクティスを含む知の結集

現場、拠点、地域をつなぐ。
ステークホルダーネットワークを育てる。

人的ネットワーク
プラットフォーム

コンテンツ
プラットフォーム

本年10月にコンテンツ、場、人材をつなぐ「学びのイノベーション・プラットフォーム（仮称）」を設立

する。かたがたCOCN連携研究会を設け、幅広く参加者を募り、情報共有を通じSTEAM教育の機運を醸成。

 総合科学技術・イノベーション会議
などを通じて、まずはSTEAMの認知
度向上のため施策の展開と府省間の
連携

 傘下の国立研究法人や特別のミッ
ションを有する機関のSTEAM教育へ
の参画

 大学や国研の有する知的財産
を活用して、コンテンツの制
作などへの取組み強化

 大学にあっては、STEAMの教
育実践と研究が大事

 将来の産業人材育成への観点を
踏まえ、積極的な新法人設立へ
のご協力

 コンテンツの質向上。特に現地
現物の生徒・学生への提供に努
力。

新法人の設立までの間、COCN連携
の研究会を設置します。研究会は
STEAMに関心のある産官学公教に
オープンですので是非ご参加くだ
さい。

アカデミア・国研府省庁 産業界 研究会

プロジェクトリーダー
東京大学 藤井輝夫

44

45

S T E A M 教育

Science

科学

Technology

技術

Engineering

工学

(Liberal) Art(s)

芸術 / 教養

Mathematics

数学

46

第１回 STEAM人材育成研究会

date

1st Workshop on Human Resource Development by STEAM Education

Tuesday, June 1, 2021

岡部 徹 特任教授
Prof. Toru H. Okabe

藤井 輝夫 総長
Prof. Teruo Fujii, President, 

The University of Tokyo

浦嶋 將年 氏
新法人設立準備事務局

Mr. Masatoshi Urashima,
the secretariat for the 

new corporation

パネルディスカッション
Panel discussion

Professor Tomohiro Tate, 
Graduate School of Arts and 

Sciences, the University of Tokyo

Professor Toshiki Niino, 
Deputy Director of IIS, and Director of 

Design-Lead X platform,  
the University of Tokyo

47

date

第2回 STEAM人材育成研究会
2nd Workshop on Human Resource Development by STEAM Education

Monday, August 30, 2021

藤井 輝夫 総長
Prof. Teruo Fujii, President, 

The University of Tokyo

浦嶋 將年 氏
新法人設立準備事務局
Mr. Masatoshi Urashima,
the secretariat for the 

new corporation

岡部 徹 特任教授
Prof. Toru H. Okabe

折笠 光子
日鉄エンジニアリング株式会社サステナビリティ・広報部長

Ms. Mitsuko Orikasa,
General Manager,

Sustainability & Public Relations Department,
Nippon Steel Engineering 

48

date

第3回 STEAM人材育成研究会

3rd Workshop on Human Resource Development by STEAM Education

Monday, November 22, 2021
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49

date

第4回 STEAM人材育成研究会

4th Workshop on Human Resource Development by STEAM Education

Wednesday, March 30, 2022

50

date

第5回 STEAM人材育成研究会

5th Workshop on Human Resource Development by STEAM Education

Friday, July 1, 2022

202３年
７月

202３年
７月

202３年
１１月

202３年
１１月

202４年
４月

202４年
４月

【参考】STEAM人材育成研究会フライヤー

51

【参考】サマーキャンプ2023の模様

52

女性活躍応援イベント詳細（2023年度）

開催日 2023年5月13日（土）、6月１7日（土）、2024年1月20日（土）、1月
21日（日）

場所 東大生研コンベンションホール
登壇者 （5/13） JNC石油化学、清水建設、ソニー、東京電力HD、三菱地所、

三菱商事、富士通
（6/17） 全日空、TRC、ニコン、日鉄エンジ、NEC、三菱電機、森永製
菓
（1/20） 住友電気工業、関電工、三井住友FG、吉本興業、KDDI、鹿島
建設、IHI
（1/21） 住友化学、JX金属、大日本印刷、日立製作所、INPEX、丸善
雄松堂

プログラム ショートスピーチ
パネルディスカッション＝質問／回答

計27社28名の登壇者のプレゼンを聞いた参加者には、「講演者が多いので様々な視点の話が聞け、その中で共通点
をつむぎ出せた」（高校生）、「高校生の悩む気持ちに寄り添う実現可能なアドバイスが聞けた」（保護者）と好評だった。

5/13 6/17 1/20 1/21

53

3 月28日 「STEAM教材高度化の実践」成果報告会

4月20日 「第11回STEAM人材育成研究会」
半導体とSTEAM

8月5日～7日 PLIJサマーキャンプ2024
日程は、決めました。
4月に参加者募集を行います。
奮ってご参加を！

近く開催予定のイベント

9



55

その他

寄付ユニットにおけるSTEAM教育

中学生、高校生向けの教材をつくり、

チタン製錬の講義をWeb配信

非鉄金属資源循環工学寄付研究部門 概要

設置期間: 2012年 1月 1日～2026年12月31日)

本学におけるSTEAM教育の
取組の先駆けとなっている。

→活動内容については、寄付研究部門のHPに掲載さ
れているパンフ（活動記録・総集版）をご覧ください。

Friday, January 6, 2017
記者会見「第2期活動開始」
Press Conference: Commencement of the Second Term

JX金属 澤村 一郎

様

生産技術研究所 藤井 輝夫 所長

Prof. Teruo Fujii,
Director General of IIS

Mr. Ichiro Sawamura,
JX Nippon Mining & Metals

所 千晴 特任教授

Prof. Chiharu Tokoro,
Project Professor

記者会見における質疑応答の様子
Q&A session at the press conference

JX金属 結城 典夫

様Dr. Norio Yuki,
JX Nippon Mining & Metals

JX金属 澤村 一郎

様Mr. Ichiro Sawamura,
JX Nippon Mining & Metals

JX金属 楢崎 裕司

様Mr. Yuji Narazaki,
JX Nippon Mining & Metals 59 60

この教材動画は、ネットで無料配信しています。
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一般向け教養本 「現代のリベラルアーツとは何か」発刊

Monday, February 10, 2020

“What are the modern liberal arts”: A new education book for general people published

Tuesday, January  24, 2017
スーパーグローバルハイスクール (SGH) 支援のための
特別講義
Special lecture for the Super Global High (SGH) 
school program

様々なレアメタルに
興味津々の学生

チタン瓦を例に身近な
レアメタルを解説

東京大学

岡部 徹 教授
形状記憶合金の体験

Prof. Okabe
University of Tokyo

Demonstration of 
shape memory alloys

Explanation on rare  
metals citing Ti roof tile

Students were extremely 
interested in rare metals 講義全景

Full view 
of the lecture 63

様々なレアメタルに
興味津々の高校生

所長室にて藤井所長と懇談

非鉄金属の重要性について
熱く語る岡部教授

バイオの研究に

興味を示す高校生

Students showing interest 
in bio-research

Professor Okabe enthusiastically explaining 
the importance of non-ferrous metals

Conversation with Prof. Fujii, the Director General, 
at the director’s room

Students were very 
interested in rare metals

化学の研究に

興味を示す高校生

Students showing interests 
in chemistry research

Saturday, April  8, 2017
高校３年生が東大来訪・生研施設見学
Third-year High School Students Visited UT, and 
Enjoyed a Lab Tour at IIS

64

「高校生のための金曜特別講座」にて非鉄金属の講義
Lecture on Non-ferrous Metals at the Friday 
Special Lecture for High School Students

Friday, May 12, 2017

65

講義には、150名以上の聴講

者が来場し、同時に全国の
高校37校にもインターネット
配信された。

本講義は、非常に幅の広い
学問領域を対象とすので、岡
部教授が専門としているレア
メタルに関する話だけでなく、
学問領域における

「理学と工学の違い」などに
ついても丁寧に説明を行った。

66
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医学
・・・
理学

⇒真理の追究
（普遍性が大きい）

⇒発見、真理の解明…

工学
⇒人や社会に役立つことを目的

（状況や時代によってニーズが変化）
⇒発明、工夫、高効率化…

・・・
法学
経済学
文学
・・・

コストや価格、生産量なども
重要な検討事項となる
⇒ この点は理学的なセンスと大きく異なる

高校の科学の
講義は、理学に
重点が置かれる

67

理学
・・・
天文学
・・・
材料科学
・・・

工学
・・・
材料工学（マテリアル工学）

⇒東大では、マテ工と呼ばれている
・・・
ロボット工学
・・・

68

工学
材料工学（マテリアル工学）

金属材料工学
・・・
鉄冶金学

⇒鉄鋼を製造する学問
非鉄冶金学

⇒非鉄金属を製造する学問
⇒Al, Ni, Cu, Pb, Zn, Mg, Si, Ti, Li…

・・・
・・・
セラミック材料工学
・・・
高分子材料工学
・・・ 69

工学
材料工学（マテリアル工学）

金属材料工学
非鉄冶金学

特殊金属製錬（レアメタル製錬）

レアメタルを製錬・リサイクルする技術を開発する領域は、
上記の特殊金属製錬という分野

大昔は、錬金術と呼ばれていた、最も古い学問領域のひ
とつ

この工学分野は、日本は、世界のトップランナー

70

非鉄冶金学・特殊金属製錬の学問領域について、
日本は、世界のトップランナーであることは
意外と知られていない。

日本には、今も？兆円規模の非鉄金属産業が存在

材料工学（マテリアル工学）
金属材料工学

非鉄冶金学
特殊金属製錬（レアメタル製錬）

レアメタルを製錬・リサイクルする新技術の開発、
環境調和型のプロセス技術の開発など、
今後も、この工学研究分野はとても重要

71

2022年1⽉7⽇（⾦）

東京大学 生産技術研究所
非鉄金属資源循環工学寄付研究部門
（ＪＸ金属寄付ユニット）
第３期開設について

12



73

２．東大寄付ユニット概要

⾮鉄関連分野の研究
者・技術者の減少

産官学が⼀体となった業界の
活性化と底上げが必要

良質な天然資源の減少

資源ナショナリズムの
台頭

拡⼤する素材需要

リサイクル推進による
資源循環型社会の構築が必要

社会における⾮鉄⾦属
の重要性が⾼まるにつ
れ、業界活性化の必要
性が益々⾼まっている

第１期発⾜時に⽐べて加速

Copyright © 2022, JX Nippon Mining & Metals Corporation, All rights reserved.

⼀般層・若年層

74

(※)STEAM教育
Science、Technology、Engineering、Art、
Mathematicsの5つの領域を対象とした理数教育
に創造性教育を加えた分野横断的な教育理念

第
１
期 第

２
期

SDGs

STEAM教育

第
３
期

⾮鉄⾦属専⾨家
(技術者・研究者）

４．第３期への期待

期 間 2022年1⽉〜2026年12⽉
（５年間）

活動予定

第２期までの成果を継続するとともに、
更に活動を進化・強化させる
気候変動対応や資源循環などSDGsの実現に
向けた諸活動やSTEAM教育(※)関連活動に
も注⼒していく

Copyright © 2022, JX Nippon Mining & Metals Corporation, All rights reserved.

非鉄金属資源循環工学寄付研究部門 メンバー

特任教授
岡部徹

レアメタルの
新規リサイクル技術の開発

構造材として需要の増⼤が⾒込まれるチタン、ニッケル基超合⾦
に使われるレニウム、⾃動⾞排ガス浄化触媒に含まれる⽩⾦族⾦
属などに注⽬し、新規な⾼効率かつ環境調和型のリサイクル技術
の開発を⾏っている。

特任教授
所千晴

廃棄物や鉱⽯を固体のままで分離濃縮する省エネルギー型プロセ
スの研究開発を⾏っている。このような固体分離濃縮技術は、⾼
温や薬剤で溶かして⾼純度の⾦属を⽣産するプロセスの「前処
理」あるいは「中間処理」に位置している。

特任教授
⿊川晴正

⾮鉄⾦属製錬プロセスの最適化

⾮鉄⾦属製造プロセスにおける消費エネルギーの最⼩化、および
⽬的元素を最⼤限回収よる廃棄物の発⽣量低減を⽬指して、様々
な⾦属の、低消費エネルギー・低環境負荷・低コストプロセスの
研究開発を⾏っている。

特任教授
菅野智⼦

知的財産から新たな価値を創造し、
より良い未来へ

技術やアイデアを社会に実装していくためには、知的財産が重要
なカギになる。最先端の研究現場で知財の視点を持ち、社会実装
のための知財保護の在り⽅を考える。また知財をツールに、新し
い協創の場を⽣み出す。知的財産は多くの「⼈」をつなげ、新た
な「知」を⽣み出し、新しい「場」を創り、より良い未来社会を
拓く。

特任講師
⼤内隆成

⾼効率⾦属製造・
リサイクルプロセスの開発

⼤内研究室では、「エネルギーの⾼効率利⽤と資源循環への挑
戦」という標語を掲げ、⾮鉄⾦属の新しい製錬プロセスおよびリ
サイクルプロセスの研究開発に取り組んでいる。エネルギーを⾦
属へと⾼効率に変換し、先端技術の発展に寄与するとともに、資
源循環を実現する⾰新的リサイクルプロセスを開発し、持続型社
会の実現に貢献していく。

廃棄物や難処理鉱物を「資源」として
利⽤するための分離濃縮技術の開発

75

デザインエンジニアリングに基づく
⾮鉄⾦属製品開発と次世代教育

特任教授
⼭中俊治

⾮鉄⾦属は先端デバイスやクリーンテクノロジーに不可⽋な材料
である。⾮鉄⾦属を⽤いる製品のデザインとプロトタイピングを
通じて、広く社会に対して⾮鉄⾦属の価値を表明する新しい試み
に取り組む。同時にこうしたプロジェクトを通じて、技術知識と
美的感覚を併せ持つ新しいタイプのデザインエンジニアを育てて
いく。

非鉄金属資源循環工学
寄付研究部門は、
本学におけるSTEAM教育、子

供たちに対する基幹産業の学
びに関する探究型教育の先駆
けとなっている。

→活動内容については、寄付研究部門のHPに掲載さ
れているパンフ（活動記録・総集版）をご覧ください。

非鉄金属
寄附研究部門
活動記録
（2012～2021）
総集版
(2016)
ｐ．３２

非鉄金属
寄附研究部門
活動記録
（2012～2021）
総集版
(2017)
ｐ．４３
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その他

最近の話題：

もしかする未来の研究所

80

東京⼤学 ⽣産技術研究所

所⻑ 岡部 徹

もしかする未来の研究所

生研における研究の変遷：

重厚長大から軽薄短小へ、

さらにその先を見据えて

生研が対象とする研究

82

重厚長大

⇒

軽薄短小

⇒

情報・感性？

⇒

？？？

RCA-IIS Tokyo Design Lab (Dec. 20, 2016)

Science meets design.

Cutting-edge and Fundamental 
Engineering

World Top-class Design Education

83
83

RCA-IIS Tokyo Design Lab

価値創造デザイン推進基盤
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85

2018年12月 ＠ 新国立美術館

未来の教育について

通信技術が進歩し、また、AIがさらに進化すると、
教育の在り方も大きく変化すると思われる。

未来の人材教育は、創造性の高い人材の育成が
重要となる。

従来型の（分野縦割り型の画一的な）教育システ
ムでは、限界がある。

今後は、STEAM教育をはじめ、探求型の教育、
創造性を育む教育等が重要となると思われる。
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